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圧
が
、
全
国
的
内
乱
の
契
機
に
な
っ
た
と
説
く
。

　
そ
し
て
第
四
章
の
後
半
か
ら
第
五
章
に
か
け
て
、

福
原
遷
都
・
三
都
を
軸
に
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。

著
者
は
福
原
遷
都
の
理
由
に
つ
い
て
、
直
接
的
に

は
興
福
寺
等
の
対
立
す
る
権
門
寺
社
か
ら
の
逃
避

と
い
う
軍
事
的
な
問
題
に
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に

高
倉
・
安
徳
と
い
う
新
王
朝
に
ふ
さ
わ
し
い
新
宮

都
の
造
営
を
目
指
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
清
盛
が

遷
都
を
放
棄
し
た
理
由
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た

よ
う
な
高
倉
や
延
暦
寺
の
要
求
に
よ
る
単
な
る
後

退
で
は
な
く
、
富
士
川
合
戦
の
敗
北
に
よ
る
軍
事

状
況
の
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た

と
す
る
。
還
都
と
、
近
江
・
南
都
の
追
討
、
貴
族

層
か
ら
の
兵
士
徴
発
、
諸
国
へ
の
兵
乱
米
賦
課
な

ど
の
政
策
を
連
関
さ
せ
、
一
連
の
積
極
的
対
応
策

と
し
て
評
価
し
た
点
が
、
著
者
の
独
自
の
論
点
で

あ
る
。

　
第
六
章
で
は
、
望
都
後
か
ら
突
然
の
死
ま
で
の
、

清
盛
の
更
な
る
新
政
策
の
評
価
が
行
わ
れ
る
。
清

盛
は
軍
事
的
緊
張
を
背
景
に
総
論
・
総
下
司
を
設

置
し
、
荘
園
・
公
領
や
知
行
国
と
い
っ
た
従
来
の

枠
組
み
を
超
え
て
、
兵
士
・
兵
糧
米
を
徴
収
す
る

体
制
を
築
い
た
。
著
者
は
こ
れ
を
分
立
す
る
荘
園

領
主
権
門
の
超
克
を
目
指
す
動
き
で
あ
る
と
し
、

園
城
寺
・
興
福
寺
な
ど
の
寺
社
権
門
へ
の
攻
撃
、

左
京
八
条
・
九
条
の
新
首
都
構
想
と
あ
わ
せ
て
、

清
盛
が
目
指
し
た
も
の
を
、
武
力
で
王
権
を
保
護

し
、
荘
園
領
主
を
従
属
さ
せ
る
、
公
武
が
一
体
化

し
た
中
世
国
家
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
そ
の

体
制
は
直
後
の
清
盛
の
死
に
よ
り
消
滅
し
、
平
氏

の
滅
亡
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
よ
り
、
公
武
両
政

権
の
並
立
が
決
定
付
け
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
清
盛
の
行
動
を
軸
に
、

中
世
の
公
家
・
武
家
・
寺
社
権
門
の
分
立
と
い
う

問
題
を
扱
い
、
諸
権
門
の
統
一
さ
れ
た
幻
の
中
世

国
家
の
可
能
性
を
描
き
出
し
た
、
学
問
的
に
高
度

な
専
門
性
を
備
え
た
書
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

本
書
は
角
川
叢
書
の
［
冊
と
し
て
、
［
般
読
者
層

向
け
と
い
う
性
質
も
持
っ
て
お
り
、
そ
の
文
体
の

平
易
さ
、
論
理
の
明
快
さ
も
ま
た
、
本
書
の
大
き

な
特
色
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
反
し
が
ち
な
要
求

を
矛
盾
無
く
達
成
し
て
い
る
点
で
、
本
書
は
研
究

者
か
ら
一
般
読
者
ま
で
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て

し
か
る
べ
き
好
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
（
B
6
判
　
二
八
六
頁
　
二
〇
〇
一
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
川
書
店
　

一
＝
ハ
○
○
円
）

（
佐
伯
智
広
　
京
都
大
学
入
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
三
月
～
六
月
）

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
四
三
一

　
二
東
洋
文
化
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
八
一

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
調
査
報
告
（
東
京
大

　
学
社
会
科
学
研
究
所
）
二
九
　
ケ
ー
ス
タ
デ

　
イ
・
ア
ジ
ア
の
産
業
と
企
業

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会

　
学
ム
瓜
）
　
＝
エ
バ
ー
一
二
、
　
四

申
央
大
学
文
学
部
紀
要
　
史
学
科
（
申
央
大
学
文

　
学
部
）
四
六

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
〇

　
九一
橋
研
究
（
～
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
二
五
－
四

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
六
六
一
五

史
園
（
園
田
学
園
女
子
大
学
歴
史
民
俗
学
会
）
二

札
幌
大
学
総
合
論
叢
（
札
幌
大
学
）
～
一

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
（
札
幌
大
学
女

　
子
短
期
大
学
）
三
七

石
炭
研
究
資
料
叢
書
（
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料

　
セ
ン
タ
ー
）
言
論

東
京
商
船
大
学
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
（
東
京
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商
船
大
学
〉
五
一

東
京
商
船
大
学
研
究
報
告
（
自
然
科
学
）
．
（
東
京

　
商
船
大
学
）
五
一

西
洋
史
学
甜
報
（
広
島
而
同
洋
史
学
研
究
ム
互
）
一
　
⊥
ハ

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
三
－
四

国
史
学
（
国
史
学
会
）
一
七
三

東
京
学
芸
大
学
紀
要
第
二
部
門
人
文
科
学
（
東
京

　
学
芸
大
学
紀
要
出
版
委
員
会
）
五
二

史
学
研
究
集
録
（
國
學
院
大
學
大
学
院
日
本
史
学

　
専
攻
大
学
院
会
）
二
六

紀
州
経
済
史
・
文
化
史
研
究
所
紀
要
（
和
歌
山
大

　
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
）
二
一
、
付
録

円
困
本
史
研
…
究
（
日
本
史
研
究
ム
耳
）
　
四
論
ハ
　
四

栃
木
史
学
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
史
学

　
会
）
一
五

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
七
－
一
、
二
、
三

国
東
半
島
荘
園
村
落
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
警
報

　
豊
後
国
安
岐
郷
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
）
二

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
（
大
分
県
立
歴

　
史
博
物
館
）
二

九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
　
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
史
研
究
（
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン

　
タ
i
）
…
六

九
州
国
際
大
学
経
営
経
済
論
集
（
九
州
国
際
大
学

　
経
済
学
会
）
七
一
三

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
営
†
ム
耳
）
⊥
ハ
＝
エ
ハ

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
五
二
一
二

大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
（
大
東
文
化
大
学
漢
学

　
会
）
四
〇

地
域
研
ニ
ュ
ー
ス
（
国
立
民
族
博
物
館
地
域
研
究

　
企
画
セ
ン
タ
ー
）
一
二

福
岡
大
学
人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
）

　
三
ニ
ー
四

正
倉
院
紀
要
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）
二
三

地
域
資
料
叢
書
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文

　
化
研
究
科
服
部
英
雄
研
究
室
）
五
　
歴
史
史
料

　
と
し
て
の
戦
国
期
城
郭

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
四
四

国
家
学
会
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
＝
四
…

　
三
、
四

東
北
文
化
研
究
室
紀
要
（
東
北
大
学
文
学
研
究
科

　
東
北
文
化
研
究
室
）
通
巻
四
二

山
口
大
学
文
学
弱
志
（
山
口
大
学
文
学
会
）
五
一

東
洋
文
化
研
究
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究

　
所
）
三

藝
林
（
藝
林
会
）
五
〇
1
二

広
島
大
学
文
学
部
紀
要
（
広
島
大
学
文
学
部
）
六

　
〇
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
（
広
島
大
学
文
学
部
紀

　
要
）
六
〇
　
赫
符
輯
　
口
万
　
　
｝
一
四

哲
学
研
究
（
京
都
哲
学
会
）
五
七
一

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
八
六

立
命
館
平
和
研
究
（
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ

　
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
1
紀
要
…
二

家
族
生
活
に
つ
い
て
の
全
国
調
査
（
累
閃
幻
）
報

　
告
書
（
日
本
家
族
社
会
学
会
）
客
。
．
甲
ど
b
。

ぬ
円
坐
○
門
℃
〉
臼
麟
畷
閃
O
匿
○
国
　
○
切
○
ω
勺
団
国
鵠
団

　
（
踏
〉
〈
凋
〉
）
8
0
9
匿
p
9
8
0
一
．
三
〇
』

社
会
学
年
誌
（
早
稲
田
社
会
学
会
）
四
二

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
四
〇

　
1
一

社
ム
耳
糞
洛
…
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
⊥
ハ
⊥
バ
ー
六

書
状
研
究
（
書
状
研
究
会
）
～
四
、
一
五

文
化
（
東
北
大
学
割
学
会
）
六
四
－
三

研
究
紀
要
（
新
潟
県
立
文
書
館
）
八

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
四
六
五

諸
国
叢
書
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
）
一
六

民
俗
学
研
究
所
紀
要
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究

　
所
）
二
五

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
八
七

神
道
史
研
究
（
神
道
史
学
会
）
四
九
ー
ニ

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
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所
）
二
七

田
ω
日
○
国
〉
鼠
国
×
H
O
＞
宕
〉
　
（
二
目
　
O
O
ゲ

　
国
O
H
O
O
⇔
鋒
国
×
H
O
O
）
五
〇
1
三

一
橋
論
叢
（
～
橋
大
学
一
橋
学
会
）
一
二
五
－
五

史
淵
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
）
一

　
三
八

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
三
一
五

韓
國
史
研
究
彙
報
（
国
史
編
纂
委
員
会
）
＝
二

日
本
学
刊
（
中
華
日
本
学
会
）
二
〇
〇
一
－
二

山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
（
山
形
大

　
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
研
究
会
）
二

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
五
六
九

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
六
七
…
三

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報
（
東
北
大
学
大

　
学
院
文
学
研
究
所
）
五
〇

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
三
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
六
三
七

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
二
〇
一
四

日
本
学
刊
（
中
華
日
本
学
会
・
中
国
社
会
科
学
院

　
日
本
研
究
所
）
二
〇
〇
一
一
三

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
同
朋
大
学
佛

　
教
文
化
研
究
所
）
二
〇

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報
（
同
朋
大
学
佛
教

　
文
化
研
究
所
）
～
四

～
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
＝
一
五
－
六

法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
）
二

　
八
国
史
学
（
國
學
院
大
學
国
史
学
会
）
～
七
四

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
五
王
…
四
、
五
、
六

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
資
料
目
録
（
愛
媛
県
歴

　
史
文
化
博
物
館
）
八
　
近
代
広
告
資
料
（
引

　
札
）

日
本
歴
史
学
協
会
年
報
（
日
本
歴
史
学
協
会
）
～

　
六
神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
｝
八
一

史
　
と
美
術
（
悪
遊
美
術
書
肺
会
）
七
一
四

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
三
…
二

九
州
国
際
大
学
法
学
論
集
（
九
州
国
際
大
学
法
学

　
会
）
七
一
二
・
三
合
併
号

大
倉
山
論
集
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
四
七

福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
（
福
岡
大
学
総
合
研
究

　
所
）
一
西
六

福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
（
福
島
大
学
教
育
学

　
部
）
六
八

東
洋
学
報
（
東
洋
文
庫
）
七
ニ
ー
四

東
京
学
芸
大
学
紀
要
（
東
京
学
芸
大
学
紀
要
出
版

　
委
員
会
）
五
～
　
総
索
引

人
文
研
究
（
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
）
五
二
一
二

美
術
研
究
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
）

　
三
七
三

　
　
㎎
史
林
騙
投
稿
規
定

◇
資
格
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」
と
「
欧

　
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
。

◇
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
動
向
・
書
評
に
は
、
「
欧

　
文
タ
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
宋
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
に
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー

　
（
竃
ω
む
○
ω
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
、
機
種

　
を
明
記
す
る
）
を
添
付
の
こ
と
。

　
送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
〒
　
ハ
〇
六
人
冠
9
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

細
注
意

　
図
表
、
あ
る
い
は
特
殊
活
字
を
掲
載
す
る
場
合

　
に
は
、
そ
の
印
刷
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

　
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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『
史
林
』
投
稿
規
定
補
足

　
ワ
ー
プ
ロ
デ
ー
タ
支
給
要
領

※
ワ
ー
プ
ロ
デ
ー
タ
を
支
給
し
て
い
た
だ
く
場
合
、

左
記
の
保
存
内
容
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
拡
張
子
が
．
．
門
×
決
り
と
な
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

で
保
存
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
本
文
と
注
を
分
け

て
別
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
保
存
し
て
い
た
だ
い
た

方
が
作
業
が
早
く
な
り
ま
す
。

　
　
質
量
○
客
じ
d
¢
瓢
．
日
×
↓

・
右
記
の
保
存
方
法
が
不
可
能
な
場
合
、
ワ
ー
プ

ロ
専
用
機
の
保
存
方
法
で
結
構
で
す
が
、
機
種
名

を
ラ
ベ
ル
な
ど
に
ご
記
訓
下
さ
い
。
二
陣
。
・
パ
ソ

コ
ン
（
芝
ぢ
傷
。
謹
ω
）
使
用
の
場
合
、
機
種
名
に

加
え
て
ソ
フ
ト
名
の
表
記
も
お
願
い
し
ま
す
。

・
基
本
的
に
、
投
稿
論
文
の
デ
ー
タ
の
み
を
保
存

し
て
下
さ
い
。
不
必
要
な
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は

明
瞭
に
し
て
下
さ
い
（
ラ
ベ
ル
に
表
記
な
ど
）
。

・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
は
、
3
・
5
イ
ン
チ
2

D
D
（
6
4
0
K
B
モ
ノ
）
か
、
3
・
5
イ
ン
チ

2
K
D
（
1
．
2
M
B
）
で
お
願
い
し
ま
す
。
内

オ
ー
マ
ッ
ト
形
式
は
明
記
し
て
下
さ
い
。

会

告
r

　
去
る
六
月
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史
学

概
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て
、

左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
記

～
、
平
成
十
二
年
度
　
決
算
報
告

一
、
平
成
十
三
年
度
　
予
算
案

一、

�
�
�
ﾖ

　
1
．
退
　
任

　
　
常
務
理
事
　
谷
川
　
稔

　
　
理
　
　
事
　
礪
波
　
護
、
狭
間
直
樹
、

　
　
　
　
　
　
　
藤
井
譲
治

　
　
評
議
員
　
岩
井
茂
樹
、
飯
田
収
治
、

　
　
　
　
　
　
　
若
松
　
寛

　
2
，
新
　
任

　
　
常
務
理
事
　
藤
井
譲
治
（
理
事
）

　
　
理
　
　
事
　
谷
川
　
稔
（
常
務
理
事
）
、

　
　
　
　
　
　
　
岩
井
茂
樹
（
評
議
員
）

　
　
評
議
員
　
稲
葉
　
穣
、
井
上
浩
～
、

　
　
　
　
　
　
　
小
方
　
登
、
田
中
和
子
、

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
信
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

編
集
後
記

　
地
球
混
暖
化
が
身
に
し
み
て
感
じ
ら
れ
る
昨
今

の
夏
、
本
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
風
の
音

に
は
っ
と
す
る
く
ら
い
に
は
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　
八
四
巻
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
雑
誌
編
集
は

面
倒
な
作
業
で
す
が
、
思
考
が
原
稿
に
な
り
、
論

考
が
活
字
に
な
り
、
形
を
と
っ
て
各
地
へ
散
ら
ば

っ
て
ゆ
く
過
程
に
は
素
朴
な
感
動
を
覚
え
ま
す
。

今
回
も
、
様
々
な
地
域
、
時
代
、
テ
ー
マ
に
と
り

く
む
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
一
冊
と
な
り
ま
し

た
。
じ
っ
く
り
御
味
読
下
さ
い
。
　
　
　
（
中
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

＝。。

B。一

ﾕ
朋
二
語
翻
定
価
三
〇
〇
円

　
史
　
林
　
第
八
四
巻
第
四
号
（
通
巻
第
四
二
八
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
ム
耳

　
　
　
　
　
振
替
京
都
〇
一
〇
七
〇
－
二
－
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
石
　
　
原
　
　
　
　
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

印
制
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

　
　
日
　
時
　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時

　
　
場
所
　
京
大
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
河
原
町
「
五
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
（
七
五
一
）
八
三
一
一

　
　
公
開
講
演

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
十
四
年
　
　
　
　
　
　
柏
　
倉
　
康
　
夫

　
　
場
所
か
ら
空
間
へ
、
そ
し
て
再
び
「
場
所
」
へ
　
　
　
　
野
　
澤
　
秀
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
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